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と情報システム」が採択され，現在，強力に推進さ

れています．

生体機能には，おそらく人工機械とは本質的に異

なる仕組みが働いているはずです．例えば，ショウ

ジョウバエは，１マイクロワットのパワーしか持ち

得ませんが，障害物や危険を認識して上手く飛び回

ります．実は，１メガワット規模のエネルギーを要

する地球シミュレータは，こうした巧みな行動をシ

ミュレートすることができないと言われています．

なぜ，それほど複雑とも思えない細胞ネットワーク

を使って，現在の人工機械ではとても模倣できそう

にもない芸当をいとも簡単にできるのか．このプロ

ジェクトでは，このような生体システムの機能発現

の本質的な仕組みを「ゆらぎの利用」と捉え，その

観点から徹底的に追究して新しいコンセプトを創出

していきます．そして，その知見を取り入れた新し

いナノ材料物質科学，情報システム科学，ロボット

工学を構築することによって，生体特有の柔軟な機

能を模倣した情報処理センサーを組み込んだ人工臓

器，人間にやさしい高機能ロボット，生体特有の適

応性・自立性を持った情報システムの創成を目指し

ます．

筆者が深く関係する情報システム領域において，

平成17年度より，10ペタフロップス級の世界最高速

のスーパーコンピュータを今後10年間で開発する国

家プロジェクトが開始されています．確かに，ノイ

ズを遮断し，正確・超高速で決定的・固定的に働く

従来型のコンピュータの開発は重要です．しかし，

一方の評価尺度として，生体がもつ最大の特徴であ

る低エネルギー性，柔軟性，自律性，自発性，頑強性

などを兼ね備えた情報システムの研究開発が強力に

推進されることによって，高度情報化社会において，

人間が人工機械との親和性を保ちながらより豊かな

生活を送ることが可能になると確信しています．

最近，オーストリアのヨーゼフ・シュンペーター

の経済理論の中心概念であった「イノベーション」

という言葉が国内施策で重視されています．また，

平成18年度開始の第３期科学技術基本計画では，

従来の学問分野の融合領域によってブレークスルー

を拓く重要性が謳われています．このような状況を

鑑みて，文部科学省は，平成18年度から産学連携

の大型研究プロジェクトとして，科学技術振興調整

費「先端融合領域イノベーション創出拠点の形成」

を開始しました．10～15年先を見越したイノベー

ションを融合分野で起こし，その成果をもとに日本

の産業力強化，経済活性化を目指すものです．

大阪大学は，特に国立大学法人化後，「インター

フェイス」，「ネットワーク」という二つのキーワー

ドのもとで，融合領域を開拓する研究・教育を推進

してきました．また，熊谷信昭名誉教授（第12代総

長）は，『21世紀の革新的な科学技術のブレークス

ルーを拓く鍵は二つ，「自然と生物に学ぶ」ことと，

人文・社会科学系を含む「異分野間の融合」をはか

ることである．』という深い洞察による示唆をなさ

れています．このようなスピリットを活かした大阪

大学と国内有数の民間企業６社との協働による「先

端融合領域イノベーション創出拠点の形成」プロジ

ェクトへの申請構想「生体ゆらぎに学ぶ知的人工物

生体に学ぶイノベーション創出
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